
「阿武隈川地域森林計画書（案）」　訂正表
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P2 1 (3) ウ 2

本計画区には、首都圏と東北をつなぐ交通の大動脈である東北新幹線、
東北本線、東北縦貫自動車道、国道４号が南北に走るとともに、福島市
からは山形新幹線、奥羽本線、　　　　　　　　　　　　　国道13号
が、

本計画区には、首都圏と東北をつなぐ交通の大動脈である東北新幹線、
東北本線、東北縦貫自動車道、国道４号が南北に走るとともに、福島市
からは山形新幹線、奥羽本線、阿武隈急行線、福島交通飯坂線、国道13
号が、

P5 2 (4) 2

前半５年間に基幹路網の開設を26.5㎞、拡張を７箇所計画し、実績は開
設33.5㎞（126％）、拡張３箇所（42.9％）でした。本計画区の林道開設
計画については、森林整備計画等を優先する路線を中心に進めたため実
績は減少していますが、引き続き整備を進め、早期完成を目指します。
拡張計画についても、市町村の要望を基に、引き続き計画的な事業を執
行します。

    前半５年間に基幹路網の開設を26.5㎞、拡張を７箇所計画し、実績
は開設33.5㎞（126％）、拡張３箇所（42.9％）でした。本計画区の林道
開設計画については、森林整備計画等を優先する路線を中心に進め、実
績が増加しています　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
拡張計画については、市町村の要望を基に、引き続き計画的な事業を執
行します。

P6 3 20

　こうした状況を受け、阿武隈川地域森林計画を樹立するに当たって
は、全国森林計画に即しつつ、福島県復興計画や福島県農林水産業振興
計画等関係する計画等を踏まえながら、次の４つの事項を基本的な考え
方として策定しました。
　なお、計画の実施に当たっては、これら関係する計画等と調整を図り
ながら進めています。

　こうした状況を受け、阿武隈川地域森林計画の樹立　　に当たって
は、全国森林計画に即しつつ、福島県復興計画や福島県農林水産業振興
計画等関係する計画等を踏まえながら、次の４つの事項を基本的な考え
方として策定しました。
　なお、計画の実施に当たっては、これら関係する計画等と調整を図り
ながら進め　　ます。

P6 3 (1) 1
森林・林業・木材産業の生産基盤や地域の生活基盤の早期復旧に努める
とともに、放射性物質の影響を受けた森林環境の回復     を推進するも
のとします。

森林・林業・木材産業の生産基盤や地域の生活基盤の整備を促進すると
ともに、放射性物質の影響を受けた森林環境の回復や風評の払拭を推進
するものとします。

P11
第
２

１ (1) 表１ 15
原生的な森林生態系、希少な生物が生息・生育する森林、陸域・水域に
またがり特有の生物が生息・生育する渓畔林

原生的な森林生態系、希少な生物が生育・生息する森林、陸域・水域に
またがり特有の生物が生育・生息する渓畔林

P13
第
２

１ (2) 表２ 20 また、野生生物の生息・生育環境にも配慮した適切な保全を推進する。 また、野生生物の生育・生息環境にも配慮した適切な保全を推進する。

P17
第
３

4
さらに、花粉の発生源となるスギ等の人工林の伐採・植替え等を促進し
ます。

さらに、花粉の発生源となるスギ等の人工林の伐採と花粉の少ない苗木
への植替え等を促進します。
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P20
第
３

2 (1) ア 4
　苗木の選定に当たっては、特定苗木などの成長に優れたエリートツ
リー（第２世代精英樹等）等の苗木や花粉の少ない苗木の増加に努める
ものとします。

　苗木の選定に当たっては、　　　　成長に優れたエリートツリー（第
２世代精英樹等）等の苗木や花粉の少ない苗木の増加に努めるものとし
ます。

P21 第３ 2 (1) イ 13

複層林化を図る場合の樹下植栽については、地域において定着している
複層林施業体系がある場合はそれを踏まえ、　　　　　　　標準的な植
栽本数に下層木以外の立木の伐採率（材積による率）を乗じた本数以上
を植栽すべき旨を市町村森林整備計画に記載するものとします。

複層林化を図る場合の樹下植栽については、地域において定着している
複層林施業体系がある場合はそれを踏まえ、単位面積当たり標準的な植
栽本数に下層木以外の立木の伐採率（材積による率）を乗じた本数以上
を植栽すべき旨を市町村森林整備計画に記載するものとします。

P23 第３ 2 (2) イ 17

P25 第３ 2 (2) 表５ 15

ａ　植付け地点を中心に、周囲６０～７０㎝程度の落葉、雑草、その他
の地被物を取り除き、３０～４０㎝四方、深さ２５～３０㎝程度の植え
穴を掘って植付ける普通穴植え法により行う。
ｂ　凍結や乾燥の恐れがある所では、深植えを行い、病害による被害を
受けやすい地域は抵抗性品種を積極的に導入する。
ｄ　多雪地帯の急斜面に植付ける場合は、直角植え又は斜め植えあるい
は巣植えなどの植付け地に適した方法によるものとする。

ａ　植付け地点を中心に、周囲６０～７０㎝程度の落葉、雑草、その他
の地被物を取り除き、３０～４０㎝四方、深さ２５～３０㎝程度の植え
穴を掘って植付ける普通穴植え法により行う。
ｂ　コンテナ苗は、唐クワまたは専用器具で植付を行う。現地の傾斜・
地形・土質・地被物等の状況等によって適する器具を選定する。
ｃ　凍結や乾燥の恐れがある所では、深植えを行い、病害による被害を
受けやすい地域は抵抗性品種を積極的に導入する。
ｄ　多雪地帯の急斜面に植付ける場合は、直角植え又は斜め植えあるい
は巣植えなどの植付け地に適した方法によるものとする。

P27 第３ 3 (1) ア 19
・施業の　　　　　省力化・効率化の観点から、列状間伐の導入に努め
ること。

・施業の安全性及び省力化・効率化の観点から、列状間伐の導入に努め
ること。

P28 第３ 3 (3) イ 3

イ　その他
　伐採作業を行うに当たり、空間放射線量率を測定するなど、放射性物
質濃度の高い樹皮等が流通しないよう努めるものとします。

イ　その他
　伐採作業を行うに当たり、空間放射線量率を測定するなど、放射性物
質濃度の高い樹皮等が流通しないよう努めるものとします。（平成26年
12月17日付け「福島県民有林の伐採木の搬出に関する指針」による）

P39 第３ 6 (6) ウ 1

ウ　持続的な吸収源対策
　　持続的な吸収源対策に向けて、森林施業の集約化などによる効率的
な間伐等の実施、エリートツリーの種苗生産体制の確立等に努めること
とします。

ウ　持続的な吸収源対策
　　持続的な吸収源対策に向けて、森林施業の集約化などによる効率的
な間伐等の実施、特定苗木の生産体制の確立等に努めることとします。
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P45 第６ 1

P45 第６ 3
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P50 別表１
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P51 別表２
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P128
参考資料
１（１）
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P145
参考資料
２（５）
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P145
参考資料
２（５）
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P147
参考資料
２（５）
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P148
参考資料
２（５）
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P169
参考資料
６（１）
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